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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
質問１ 
①極超微粒子セメント注入工法の実績がどのくらいあるか教えて下さい。 
 
②既設構造物の耐震補強（特に杭頭部分）については、曲線ボーリングにより杭頭部の補強を行えば有効な

工法と思う。そのような事例はありますか。また、あれば実績がどのくらいあるか教えて下さい。 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
回答１ 
ご質問いただき、ありがとうございます。ご質問について回答させていただきます。 
 

① 極超微粒子セメント注入工法は、これまで、渇水対策を目的とした土砂地山のトンネルやエネルギー関

連施設の止水注入工事等の高い止水性が要求される注入工事に実績があります。 
 
② 新しい材料なので、未だ耐震補強工事の実績がございません。 
一般的に、今まで既設構造物直下の液状化対策について、浸透性に優れた薬液注入工法と曲線ボーリング

を併用することによる実績があります。また、既設構造物直下の耐震補強について、薬液注入工法では強度

発現性が小さいため、実績がありませんでした。しかし、強度発現性が大きく、浸透性に優れた極超微粒子

セメント注入工法と曲線ボーリングを併用することで、今まで困難であった既設構造物直下の耐震補強が可

能となります。但し、極超微粒子セメントの適用範囲は、細粒分含有率（シルト分以下）約 20％以下の砂地

盤が対象となります。 
曲線ボーリングにより杭頭部の耐震補強の計画がございましたら、是非適用のご検討いただきたくお願い

いたします。 
以上、よろしくお願いいたします。 

 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 


